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菅す

が

義よ

し

偉ひ

で

氏
に

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
民
ま
た
は
湯
沢
市
に
縁
故
の
深
い
方
で
、

公
共
の
福
祉
を
増
進
し
、
広
く
国
家
社
会
ま
た
は
地
方
自

治
の
進
展
に
寄
与
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
卓
抜
で
郷
土
の

誇
り
と
し
て
市
民
が
深
く
尊
敬
す
る
方
に
対
し
、
湯
沢
市

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
名
誉
を
た
た
え
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
秋
ノ
宮
地
区
出
身
で
、

県
内
初
の
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
ら
れ
た
菅
義
偉
氏
を
選

定
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
新
市
合
併
後
初
の
湯
沢
市
名

誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
に
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
同
じ
く
秋
田

県
名
誉
県
民
の
称
号
を
贈
呈
す
る
県
と
合
同
で
顕
彰
式
を

行
い
、
市
長
か
ら
菅
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
記
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

秋
ノ
宮
村

　

秋
ノ
宮
村
（
当
時
）

（
当
時
）
の
イ
チ
ゴ
農
家

の
イ
チ
ゴ
農
家

に
生
ま
れ
る
。

に
生
ま
れ
る
。

昭
和
昭
和
2323
年年
1212
月月
６６
日日

　

雄
勝
町
立
秋
ノ
宮
小
・
中
学
校
、

　

雄
勝
町
立
秋
ノ
宮
小
・
中
学
校
、

秋
田
県
立
湯
沢
高
等
学
校
を
経
て

秋
田
県
立
湯
沢
高
等
学
校
を
経
て

上
京
。

上
京
。

　

法
政
大
学
法
学
部
に
入

　

法
政
大
学
法
学
部
に
入

学
。
卒
業
後
は
会
社
勤
務
を

学
。
卒
業
後
は
会
社
勤
務
を

経
て
、
衆
議
院
議
員
の
秘
書

経
て
、
衆
議
院
議
員
の
秘
書

を
務
め
る
。

を
務
め
る
。

昭
和
昭
和
5050
年年

　

横
浜
市
議
会
議
員
に
初
当
選
。

　

横
浜
市
議
会
議
員
に
初
当
選
。

　

２
期
８
年
務
め
る
。

　

２
期
８
年
務
め
る
。

昭
和
昭
和
6262
年年
44
月月

　

衆
議
院
神
奈
川
２
区
か
ら
出

　

衆
議
院
神
奈
川
２
区
か
ら
出

馬
し
初
当
選
。
以
降
、
連
続
で

馬
し
初
当
選
。
以
降
、
連
続
で

1010
回
の
当
選
を
果
た
す
。

回
の
当
選
を
果
た
す
。

平
成
平
成
８８
年年
1010
月月

▶
右
か
ら
菅す

が
真ま

理り

子こ

夫
人
、
菅
義
偉
氏
、

　
佐
藤
市
長
、
兼か
ね

子こ

正ま
さ

寛ひ
ろ

市
議
会
議
長

▶��

記
念
品
と
し
て
沈
金
を
施
し
た
川
連

塗
り
の
大
皿
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
1818
年年
９９
月月

総
務
大
臣
と
し
て
初
入
閣

総
務
大
臣
と
し
て
初
入
閣

　

故
郷
秋
田
へ
の
思
い
か
ら
〝
ふ
る
さ
と

　

故
郷
秋
田
へ
の
思
い
か
ら
〝
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
〟
を
創
設
。

納
税
制
度
〟
を
創
設
。

　

そ
の
後
、
自
民
党
選
挙
対
策
総
局
長
、

　

そ
の
後
、
自
民
党
選
挙
対
策
総
局
長
、

自
民
党
幹
事
長
代
行
な
ど
を
歴
任
。

自
民
党
幹
事
長
代
行
な
ど
を
歴
任
。

第第
9999
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

令
和
令
和
２２
年年
９９
月月

衆
議
院
議
員
総
選
挙
へ
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
へ
の

不
出
馬
を
表
明
。

不
出
馬
を
表
明
。

令
和
令
和
８８
年年
１１
月月

▲�首相指名時のパブリック
ビューイングの様子
   （市役所本庁舎）

▲��内閣総理大臣就任時の市
内の様子

菅
義
偉 

氏
か
ら

　

私
は
、
秋
ノ
宮
に
生
ま
れ
育
ち
、
湯
沢
高
校
を
卒
業
し
て
上

京
し
ま
し
た
。
26
歳
の
時
に
一
念
発
起
し
て
政
治
の
世
界
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
故
郷
の
湯
沢
市
、
秋
田
県
に
少

し
で
も
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
政
治
活
動
を
し
て
き
た
私

に
と
っ
て
、
湯
沢
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

政
治
家
人
生
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
援
や
励
ま
し
は
大
変
温
か
い
も
の
で
し

た
。
こ
の
機
に
改
め
て
湯
沢
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本人提供写真

佐
藤
一
夫 

湯
沢
市
長
か
ら

　

長
年
に
わ
た
り
国
政
の
重
責
を
担
わ
れ
、
我
が
国
の
発
展
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
御
尽
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
輝

か
し
い
御
功
績
を
、
広
く
顕
彰
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
機
会
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
菅
氏
が
総
務
大
臣
を
務
め
ら
れ
て
い
た
際
に
創

設
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
市

で
も
多
方
面
に
わ
た
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
多
大
な

る
恩
恵
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で
も
、

内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
日
本
の
か
じ
取
り
を
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
湯
沢
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
、
不
妊
治
療
の
保
険

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
、
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

適
用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
数
多
く
の
政
策
を
実
施
。

種
な
ど
数
多
く
の
政
策
を
実
施
。

　

「

　

「
2
0
5
0

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
宣
言
。

の
宣
言
。

湯
沢
市
名
誉
市
民
に
選
定
。

湯
沢
市
名
誉
市
民
に
選
定
。

令
和
令
和
８８
年年
６６
月月

平
成
平
成
3131
年年
４４
月月

平
成
平
成
2424
年年
1212
月月

内
閣
官
房
長
官
に
就
任

内
閣
官
房
長
官
に
就
任
在
任
期
間
は
歴
代
最
長
の
７
年
８
カ
月
と
な
っ
た
。

在
任
期
間
は
歴
代
最
長
の
７
年
８
カ
月
と
な
っ
た
。

携
帯
料
金
値
下
げ
を
実
現
。

携
帯
料
金
値
下
げ
を
実
現
。新

元
号
を
発
表

新
元
号
を
発
表

　

〝
令
和
お
じ
さ
ん
〟
の
愛

　

〝
令
和
お
じ
さ
ん
〟
の
愛

称
で
広
く
親
し
ま
れ
る
。

称
で
広
く
親
し
ま
れ
る
。

「
意
志
あ
れ
ば
道
あ
り
」

菅
義
偉
氏
の
軌
跡


